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成果の概要／廣中詩織 

研究内容 

ソーシャルメディア上のユーザ間の関係性は、オンラインコミュニティの理解において

重要な研究対象である。Twitter（現 X）ユーザの関係性についての研究に取り組んでいる。 

研究成果 

地理的同質性の都市部・地方部の差異に関する大規模分析：人口規模の異なる地域におけ

るユーザの繋がり方を調査し、地理的な同質性（似た特性を持つ者同士が繋がる傾向）の差

異を分析した。10 カ国（アメリカ、ブラジル、イギリス、日本、フィリピン、トルコ、イ

ンドネシア、インド、メキシコ、サウジアラビア）の Twitter ユーザに関する大規模なデー

タを用い、地理的同質性の度合いを測定する指標を提案し、人口規模との相関を調査した。 

人口規模と同質性の分析の結果、人口が多い地域（都市部）ほど、地理的に近い人々との

繋がりが強い傾向が確認された。この正の相関は分析した 10 カ国全てにおいて観察され、

特にブラジル、フィリピン、サウジアラビアで顕著であった。また、人口が多い地域ほど、

地理的同質性の分散も大きいことが明らかになった。これは都市部のユーザがより多様な

関係性を持つ傾向を示しており、インドを除く 9 カ国で中程度以上の相関が確認された。

分析結果から、都市部の住民は様々な人との関係性に対してより寛容である傾向が示され

た。これは都市化と寛容性に関する既存の社会学的研究と一致する知見であり、そのような

知見をソーシャルメディアのデータを用いて大規模に実証したものである。 

 Masatoshi Ushiba, Shiori Hironaka, Mitsuo Yoshida, Kyoji Umemura. Large-Scale 

Analysis of Rural-Urban Differences in Geographic Homophily. The 22nd IEEE/WIC 

International Conference on Web Intelligence and Intelligent Agent Technology (WI 

2023), Venice, Italy, October 2023. 

 大下 颯斗, 廣中 詩織, 梅村 恭司. 相互フォロー関係に基づくユーザのカテゴリ分類. 

ARG 第 19 回 Web インテリジェンスとインタラクション研究会, pp.15-22, 2023 年 12

月. 

今後の見通し 

世界規模の大規模データに基づいた分析を進めるとともに、基礎的な分析技術を開発す

ることで、より包括的なソーシャルメディアユーザの理解が可能になると考えている。ユー

ザの理解は、フェイクニュース対策など社会的に有益な応用研究への展開も期待される。 


